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１．はじめに  

令和元年 10 月に発生した台風 19 号は，東日本で各

地に記録的な大雨をもたらした．神奈川県箱根町では

観測史上最大の値となり，日降水量 922.5mm を記録 1)

した．  

今後も大規模な台風や集中豪雨により都市河川周辺

では洪水被害に襲われる可能性が予想されることから，

本研究では千葉県でたびたび浸水被害をもたらした市

川市真間川の洪水予測について検討した． 

２．真間川流域の概要 

真間川(図-1,2)は，全長 8.5km，流域面積 65.6km2の

利根川水系の一級河川である 2)．昭和 30 年代以降に真

間川流域では急激に市街化が起こり，流域市街化率約

65%の都市河川へと変化した．度重なる水害により真間

川流域では河川改修・調節池などの治水対策が取り組

まれ，近年では図-3 のように浸水区域が減少している

が，水害発生の危険性はいまだに高い． 

３．計算モデルの概要 

計算には iRIC3)の Nays2DFlood を用いた．座標系は一

般曲線座標系で複数の箇所から流入を設定し，非定常

二次元流計算によって氾濫流を解析した． 

計算領域は図-4 に示すような真間川合流部の市川市

菅野付近とした．真間川の流量が公開されていないた

め，気象庁の降水量 4)を基に合理式より算出し流量を設

定した．ここで，流域面積 5)は 65.6km2，流出係数は田

賀らによる再現計算 6)により決定した．計算領域内での

流量は，大柏川からの流入点 A，国分川からの流入点 B，

C の 3 地点から分割して流入した． 

計算条件は表-1 のように設定し，流入点 A から 200

ｍ下流には 15 ㎥/s の排水を設定して計算を行った．ま

た，下水道からの流入は考慮せず，初期水面形は水深ゼ

ロから始まるものとした．計算結果の水深は 0ｍから

0.5m ごとに分け，2m 以上は 1.5m と同じ表示とした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-1 計算条件 

計算時間(sec) 86400 

計算タイムステップ 0.1 

出力時間間隔 60 

格子数 301×601 

移流項の差分方法 風上差分 

下流端水位 自由流出 

降水設定 無効 

 

図-1 真間川流域   図-2 真間川流域（拡大） 

図-6 流量データ 

図-5 再現計算結果 

 

a 
 

 

 

 

 

 

c 
 

 

 

 

 

 

b 
 

 

 

 

 

 

図-3 浸水実績図（拡大）   図-4計算領域 
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４．再現計算結果 

再現計算結果を図-5に示す．市川市の平成 5 年の浸 

水実績図（図-3）を再現するため，気象庁の降水データ

から船橋市の 1993/8/27 降水量を基に合理式より流量を

算出(図-6)して計算を行った．再現結果と浸水実績図

を比較すると，地点 a（菅野 5 丁目）と地点 b（東菅野

4 丁目）で氾濫していることが確認された．しかし，再

現計算では浸水実績図に比べて地点 b の氾濫が広範囲

となり，地点 c（東菅野３丁目）まで氾濫する結果であ

った．次に，市川市洪水ハザードマップを図-7に示す．

このハザードマップは狩野川台風を想定して作成され

たものである．ハザードマップでは地点 b と地点 c が

氾濫しており，再現計算結果はほぼ同じものとなった． 

５．大型台風を想定した洪水被害の検討  

大型台風として令和元年に発生した台風 19 号を想定

した結果を図-8に示す．台風 19 号の箱根の降雨量を基

に流量を算出(図-6)し計算を行った．その結果，地点 d

（宮久保）と地点 e（東菅野 2 丁目）以外の地域が浸水

し，国分川や大柏川が真間川に合流する周辺で 1m 近く

浸水する結果となった．また，地点 a から地点 f（菅野

4 丁目）にかけても 1m 以上の浸水が確認された． 

次に，狩野川台風を想定した結果を図-9 に示す．こ

こで，狩野川台風時に時間最大降水量を観測した静岡

県伊豆市湯ヶ島の降雨量を基に合理式から流量を算出

（図-6）し計算を行った．図-8と比較すると図-9の方

がより広範囲に氾濫しており，1m 以上浸水する場所が

増加した． その理由として，台風 19 号が時間最大降水

量 78.5mm，累加降水量 922.5mm であるのに対して，狩

野川台風の時間最大降水量は 120mm，累加降水量は

722.5mm である．このことから，真間川では累加降水量

よりも時間最大降水量が氾濫に影響すると考えられる． 

６．まとめ 

市川市の菅野付近で洪水が発生すると東菅野 4 丁目

と菅野 5 丁目が被害を受けやすく， 大規模な台風や集

中豪雨の降水量が真間川に流れたとき，菅野付近の地

域は広範囲に氾濫し，水深が 1m 以上の地域も確認され

た． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 市川市ハザードマップ 
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図-9 計算結果(狩野川台風) 

図-8 計算結果(台風 19号) 
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